
地域における海岸美化への取組みについて

「海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰」等の受賞者を紹介します。

平成30年  海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰受賞者一覧

　本表彰事業は、沿岸域の住民、船
舶の利用客等、海が大好きな皆様によ
る、海をきれいにするための奉仕活動
を顕彰し、国民の皆様により一層海へ
の親しみを深めていただくとともに、海

の利用・開発、海洋環境保全への理
解と協力を得て海洋・海事思想のより
一層の普及を図ることを目的として、毎
年、国土交通大臣及び各地方整備局
長等が行っているものです。

　以下、平成30年度の国土交通大臣
表彰受賞者（地方整備局関係）及び
地方整備局長表彰受賞者を紹介する
とともに、その取り組み内容を一部紹
介させていただきます。

国土交通大臣表彰
受 賞 者 名 ブロック名

久喜海づくり少年団 東 北

株式会社杉澤興業 東 北

由利本荘市立岩城中学校 東 北

南房総市立富山中学校 関 東

新島村立新島小学校 関 東

C.O.P.（クリーン・オーシャン・パーソンズ） 関 東

射水市立東明小学校児童会 北 陸

田原市立東部中学校 中 部

津市立香良洲小学校 中 部

特定非営利活動法人近畿みなとの達人 近 畿

洲本念法寺 近 畿

富海地区社会福祉協議会 中 国

長崎大学水産学部学友会
長崎大学水産学部海洋研究会

九 州

各地方整備局長表彰
受 賞 者 名 ブロック名

佐井村子ども会育成連合会 東 北

唐桑海友会 東 北

勝浦市立　郁文小学校 関 東

特定非営利活動法人　八丈島産業育成会 関 東

特定非営利活動法人　横須賀港湾防災支援会 関 東

特定非営利活動法人　海レクサポートせいろう 北 陸

新潟下町をよくする会 北 陸

穴水町グラウンド・ゴルフ協会 北 陸

パナソニック　株式会社
車載エレクトロニクス事業部　敦賀

北 陸

株式会社東遠浄化槽管理センター 東遠ビーチクリーン 中 部

網家　義郎 近 畿

坂越地区自治会連合会 近 畿

坂越のまち並みを創る会 近 畿

和歌山市立　西脇中学校 近 畿

灘地区社会福祉協議会 中 国

小松島市和田島小学校 四 国

一般社団法人 愛媛県建設業協会宇摩支部 四 国

特定非営利活動法人 環境の杜こうち 四 国

玄海学園 九 州

公益財団法人日本釣振興会　佐賀県支部 九 州

熊本県立天草拓心高等学校　マリン校舎 九 州



　久喜小学校の校区は岩手県久慈市南東の
三崎半島南端に位置し、北の久喜湾から南
の野田港につながる大きな湾内から臨む太
平洋の眺望が大変よいところにあります。ま
た、隣接する小袖湾は朝の連続テレビ小説
の放送を受け、今も多くの観光客がロケ地
を訪問しています。
　本校は、近年の少子化に伴い、本年度は全
校児童が３０名の小規模な小学校です。地域
は海に面していることから、児童の父母、祖
父母の多くは漁業に従事しています。磯漁業
が盛んで、昆布、こうなご、うに、あわび等を
採取し、定置網では鮭や鯖、いわしを中心に
様々な魚を獲っています。
　本校では平成９年、岩手県で「豊かな海づ
くり全国大会」が開催されたことを機に、地
域の基幹産業である漁業への理解促進と次
世代の担い手育成を目的に、同年６月「久喜
海づくり少年団」を結成し、心の教育を支え
る豊かな体験活動を推進して参りました。
　久喜海づくり少年団は、久喜浜清掃、磯観
察、漁業体験（定置網船乗船体験・ウニ獲り
体験）、ホヤ販売体験、新巻・イクラづくり体

験など、地域の漁業関係者の支援を頂きな
がら多くの活動を行っています。
　久喜海づくり少年団の活動の中心は「久
喜浜クリーン作戦」と銘打っての久喜浜清掃
です。全校で久喜浜に出かけ、漂着ゴミの収
集・仕分け作業を行っており、今年度で２１年
目となります。実際に作業を行うことで、久
喜の海の自然環境に関心を持ち、自分たち
の生活に海と深い関わりがあることを学ぶ
と共に、自然を守るための見方や考え方が身
についてきています。活動の中で、子どもた
ちから「久喜の海は私たちが守ります。」とい
う頼もしい言葉も聞かれ、自分たちでできる
環境保護活動を通して、自然を大切にしよう
とする気持ちがより育ってきていることを実
感しています。
　児童数の減少に伴って、活動の規模等が
変わることはあっても、これからも久喜浜清
掃を自然環境について考える貴重な機会と
とらえ、地域の方々のご支援を頂きながら、
この大切な活動を継続して参りたいと思っ
ています。

　私たちクリーン・オーシャン・パーソンズ
（C.O.P、通称「コップ」）は、1990年に相模
湾沿岸で行われた「SURF90」のイベントを
きっかけに、相模湾沿岸での月1回のビーチ・
クリーン・アップをはじめ、「環境」「海」「砂浜」
をテーマにしたさまざまなイベントの企画・
運営を手がけてきました。メンバーは、地元
湘南エリアを中心に20代から70代までと幅
広く、老若男女問わず、約20名が在籍してい
ます。
　毎月の定例活動の他に、年2回開催されて
いる国際的なイベント（春はアースデー、秋
は国際海岸クリーンアップ）にもスタッフとし
て参加しています。
　ゴミをただ拾うのではなく、このゴミがど
こから流れてきたものなのか、またどの種類
のゴミが多く落ちているのかを見て、考え、
楽しみながら活動を続けています。またビー
チクリーンアップ後の反省会や懇親会を通じ
て、同じ年代では経験できない楽しい時間を
過ごしています。

　活動当初はカンやビンなどのゴミが多く
落ちていましたが、ここ数年はプラスチック
破片やタバコのフィルターなどが多く落ち
ていて、まだゴミが多く落ちているのが現実
です。また、海岸や海で捨てられたもの以外
に、川や街から流れているものが多く砂浜
に打ち上げられています。時代ごとに変わ
るゴミの種類にも目を向けながら、関係団
体などと協力しながら、ゴミ削減に努力をし
ています。
　活動してから30年近くなり、最近では初め
てビーチクリーンアップを行う団体のサポー
トを行うなど、ビーチクリーンアップを通じ
て、その輪を広げています。
　今後も私たちの活動のポリシーである、

「海の環境に関わる問題を深く掘り下げて
考え、アクションは遊びを交えながら、楽しく
展開する」ということを踏まえて、誰もが気軽
に参加できる裾野の広い環境活動を、私た
ちC.O.Pは目指していきます。

「久喜の海は私たちが守ります」 ～久喜浜クリーン作戦～

｢ 楽しみ ｣ ながら、｢ 自然 ｣｢ 海 ｣｢ 砂浜 ｣ を考える

東北地方整備局　●久喜海づくり少年団（久慈市立久喜小学校）

関東地方整備局　●クリーン・オーシャン・パーソンズ



　本校は射水市で最も東に位置する小学校
です。市で一番に朝日が昇る明るい学校が
校名の由来です。校区は、豊かな自然に恵
まれています。海岸線には、砂浜の白と芝生
の緑のコントラストが美しい海水浴場があ
ります。また、田園地帯も広がり、そこに流
れる用水路は汽水域となっているため海水
魚と淡水魚が同時に見られ、自然の不思議
を感じることができる場所となっています。
このこれらを活用した教育活動に対し保護
者や地域の人々はとても協力的であり、多
様な学習が展開できています。
　校区の中学校である射北中学校生徒会
の呼びかけで、24年前に海岸の清掃ボラン
ティア活動を始めました。現在は、本校ＰＴＡ
及び自治会との協力の下、地域挙げての海
岸一円の清掃活動に発展しています。「ふる
さとクリーン作戦」として、毎年7月第一日曜
日の恒例行事となっています。参加する子
供たちにとって、地元の海を守る態度、ふる
さとを愛する心を保護者や地域の人々から
直接教えてもらうとてもよい機会となって
います。回収したゴミは、地域の人々の協力
で射水市で処理してもらいます。不審な漂

着物等は大人が処理するなど、安全面にも
配慮していただき、子供たちは安心して活
動しています。
　近年、秋には、「海辺の漂着物調査」を行っ
ています。射水市の協力の下、5年生が漂着
物を調査し、環境保全の大切さについて学
んでいます。子供たちは、班ごとに分かれ、
大小様々な漂着物を拾い集め、種類別に分
別して分析します。多くがペットボトルやプ
ラスチックトレイの破片です。海外からの漂
着物も珍しくありません。小さなプラスチッ
クや発砲スチロールの破片は、魚が飲み込
んで死んでしまう危険なものであることを
知り、海洋資源への影響を心配する子供も
います。
　以上のように、本校の行っている取組は、
保護者、地域の協力なくしては続けられな
かったと思います。このことに感謝するとと
もに、今後は、子供たち自らが地域に貢献
できる人になると信じています。大人になっ
たら自分の子供に、そして地域の子供にふ
るさとの自然を教えられる人に育つことを
願っています。

　私たちの香良洲町は、三重県津市の東部
に位置し、東側を伊勢湾に南東側を雲出川
に、北東側を雲出古川に囲まれた東西１.８
㎞、南北２.7㎞、面積３.９㎢の小さな三角州
です。
　古くから漁業、稲作、園芸作物の梨づく
りが盛んな地域でしたが、今では時代の波
に押され、漁業や農業に携わる家は徐々に
減ってきている状況です。
　昔から、海と共に生きてきた香良洲の地
域は、海の自然環境や白砂青松を守ろうと
する意識は高く、海岸清掃は小学校と中学
校の合同行事として本年度で３９回目とな
り、今は、小学校と中学校の伝統行事になっ
ています。
　中学校の全生徒が各学年１０班に分かれ、
小学校の４年生から６年生の児童とひとつ
の班を作ります。中学生が小学生を指導し
ながら、空き缶やペットボトル、流れ着いた
ゴミなどを分別しながら丁寧に集めます。

児童の中には割れた瓶やガラスが多いこと
に気づき、海岸が危険な環境にあることに
憤りを持つ者もいます。また、憤りを通り越
し、悲しくなったと感じる者もいます。多くの
子どもたちは環境保全の必要性を強く持つ
日となっています。
　この日は、津市教育委員会事務局や香良
洲総合支所地域振興課の協力もあり、パッ 
カー車やトラックが配車されます。子どもた
ちが集めた２トンにも及ぶゴミを市役所の
皆さんの協力により、分別し、処分場へ運ん
でいただきます。子どもたちは、行政の皆さ
んからお褒めの言葉と環境保全の大切さの
説明を受け、豊かな自然を守る意欲を毎年
強くしていきます。
　この度、国土交通省から過分なる栄誉を受
け、心よりお礼申し上げます。今後も、子ども
たち一人一人が環境保全の意義を理解し、使
命感を持って活動を継続していけるよう、更に
取り組んでいきたいと考えています。 

地域に育てられ、地域を守る

香良洲海岸クリーン作戦 ～まもろう「白砂青松」～

北陸地方整備局　●射水市立東明小学校

中部地方整備局　●香良洲小学校



　1995年1月17日阪神淡路地方を襲った
震災は兵庫県南部に大きな被害を与えま
した。神戸港でも耐震化されていた岸壁を
除きほとんどの岸壁が被害を受けました。
関係機関、関係者の努力により復旧はス
ムーズに進み、現在では震災前の貨物の輸
送量を上回っています。
　神戸港のメリケンパークの一角に、大震災
の教訓、港の重要性、日本国内外の多くの人
が一体となって港の復旧・復興に努めた様子
を後世に伝えようと、メリケンパークの岸壁
の一部・約60メートルを、震災遺構として被
災当時のままの状態で保存しています。
　メリケンパークには、神戸のランドマーク

「神戸ポートタワー」をはじめ神戸海洋博
物館などの建物があり、またスターバック
スコーヒーの店も最近出店しました。あま
り知られてはいませんが、神戸は映画を始
めて紹介したところから、スクリーンに見立
てた中空の石とその前に客席に見立てた
石があり、これには古今東西の名優の名前
が刻まれています。明治時代に横浜ととも
にブラジル移民の出港地であったことから
移民の銅像も設置されています。このよう
に説明を聞くか、紹介の文を見ないと分か
らないが由緒ある施設がそれとなく置か
れているのもメリケンパークの良い所で
す。2017年は神戸港開港150年を記念し
て大規模な改修が行われ、以前とは一新し
た新しい姿となっています。近年外国から
の来訪者も多く、様々な言葉が聞こえてき

ます。親子連れの観光客や近くの方の姿も
見られ、また、近くの客船バースにはクルー
ズ船の来訪もあり、歓迎行事なども行われ
ています。
　NPO近畿みなとの達人は、活動の開始
2年目の平成18年(2006年)から、メリケン
パーク一帯の石積部、陸上部の清掃作業を
毎月1回実施し、平成30年(2018年)7月に
は140回を数えるまでになりました。毎回
10名前後の会員、または賛同者が集まって
ゴミ取り火箸とゴミ入れの袋を片手に芝生
や植え込みの中、南側の岸壁前の石積み
で活動を行っています。
　NPO近畿みなとの達人では、震災メモリ
アルパーク清掃とともに平成19年（2007
年）から「瀬戸内海クリーンアップ作戦」の
一環として、「須磨海水浴場」、「大阪南港野
鳥園」の清掃活動を行っています。
　須磨海岸は謡曲「松風」、歌舞伎・文楽の

「一谷嫩軍記～熊谷陣屋」の背景にもな
り、明治末からは海水浴場として京阪神か
ら多くの人が訪れる場所である。毎年６月
末には海開きを前に海浜清掃が行われ、地
域の学校、団体、会社など数千人の参加者
が参加しています。ただ、未だ海水浴客の
ない時期なのでそれほどのゴミは無く、奪
い合いの様相が生じます。海水浴シーズン
の終わった９月にも海浜清掃の作業があり
ますが、６月に比べ参加者は少ないにも拘
らず、夏のゴミが多くありこれから考える
べきことではないかとも思えます。

　富海は、本州の最西端山口県の中央部に
位置する防府市の東端にあり瀬戸内海に面
した人口は約２０００人、その内の半数が６５才
以上という、高齢化と人口減少に直面してい
る地区です。その名が示すとおり海との関わ
りは深く、多くの恵みを受けてきた所です。
　今年は明治維新１５０年に当たりますが
幕末の動乱期に吉田松陰や高杉晋作、久
坂玄瑞等が京、江戸との往来のため頻繁に
立ち寄った港ですし、井上馨、伊藤博文が
イギリスからの帰国時上陸した地です。
　昭和６１年にスタートした富海クリーン作
戦は、海水浴シーズンを迎える前の恒例行
事となっていますが、それ以前には梅雨明
け後、児童生徒が砂浜に落ちているガラス
の破片や空き缶等のゴミ拾いを行い、水泳
講習が安全にできるようしてきました。
　その子供達の姿を見て次第に近隣の住
民もゴミ拾いに参加するようになり、地区
をあげての清掃作業に発展、その後地区
外のボランティアの皆さんの参加もいただ

くようになり、毎年５００名を超える参加者
を得て今年で３２回を数えました。
　安全に気持ちよく海水浴を楽しんでもら
おう、いい思い出を持って帰ってもらいた
いとの想いを込めて砂浜や、隣接する松林
等の清掃を行っています。
　事前の打ち合わせから収集したゴミの
処理まで多くの団体のご支援、ご協力をい
ただいています。また、小学生から高齢者ま
でそれぞれの体力等にふさわしい作業を
分担して行います。作業後はきれいになっ
た海岸を目にすることができます。満足感、
達成感を参加者全員で共有できます。
　この富海クリーン作戦は海岸の存在自体
が私たちの受けている大きな恵みであるこ
とを気づかせてくれるものですし海を愛す
る心、郷土を愛する心に繋がるものです。
　受賞を期に、先人から受け継いだきれい
な海、豊かな海、美しい海岸を美しいまま
次の世代に引き継ぐ決意を新たにしたとこ
ろです。

阪神・淡路大震災を忘れない ～神戸震災メモリアルパーク等の清掃～

富海クリーン作戦 ～受け継ごう　きれいで豊かな海～

近畿地方整備局　●NPO近畿みなとの達人

中国地方整備局　●富海地区社会福祉協議会

石積みでの清掃作業

震災メモリアルパーク

須磨海岸クリーン作戦



高知市種崎海岸でのビーチクリーンアップ＆海岸ごみ調査の取り組み

ふるさとの自然を守る ～小中一貫で取り組む　さつき松原　自然保護活動～

四国地方整備局　●環境の杜こうち

九州地方整備局　●玄海学園

　NPO法人環境の杜こうちは、環境活動の
中間支援組織として平成18年に設立しまし
た。以来、高知県内の環境活動団体、行政、
学校、企業、地域の環境活動のネットワーク
を築き、環境活動の支援や環境学習の推進
に関する事業、地球温暖化防止に向けた活
動の支援、情報の発信、環境政策の研究と
提案などの活動を行っています。
　種崎海岸でのビーチクリーンアップ活動
は、毎年春と秋の2回行っています。海岸を
清掃し、拾ったごみの数を種類別に数えて
集計するとともに、ごみ問題に関するミニ
講座を行い啓発につなげています。春のク
リーンアップは、毎年4月に高知市で開催さ
れる「EARTHDAYS KOCHI」のイベントの
一環として実施し、調査の結果をイベント会
場で発表しています。秋のクリーンアップは、

「国際海岸クリーンアップ（ICC）」のキャン
ペーンに参加するために行っています。
　種崎海岸は高知県の都市部を流れる7つ
の河川が流れ込む浦戸湾の出口に位置して
おり、そこに打ちあがるごみのほとんどは都

市部で暮らす私たちの生活から出たごみで
す。清掃と調査活動を通じて、どんなものが
ごみとなって海に流れているのかを知り、自
分にできることを考えるきっかけにしていた
だければと思っています。
　この活動は団体設立以前には有志数名
で行っていましたが、平成18年の団体設立
からは、当時の有志を中心に事務局スタッ
フや会員も加わり、賛同する地域住民にも
参加を呼び掛けながら継続してきました。
最近は、プラスチックごみが海洋生物に与
える影響の大きさが徐々に明らかになり、
使い捨てプラスチック製品の使用抑制の取
り組みが広がるなど、海ごみに対する関心
が高まってきたことから、学校等からの海ご
み問題に関する問合せや講師依頼を受け
る機会も増えています。これからもクリーン
アップ活動を継続するとともに、これまでの
経験やデータを活かしたさまざまな活動に
取り組み、地域の美化意識、環境意識の啓
発に貢献していきたいと思います。

　私たち玄海学園は、玄海中学校と施設一
部一体型校舎の玄海小学校、数キロ離れた
ところにある玄海東小学校、離島にある地
島小学校の4校からなります。小中一貫教
育に力を入れており、小小交流、小中交流を
盛んに行っています。
　本学園の教育目標は「地域の一員として
より良く生きる子どもの育成」であり、地域
を愛し・地域で活躍できる子どもの育成を
目指しています。
　本学園は自然環境に恵まれ、特に「さつき
松原」（全長約５．５Ｋｍに及ぶ松原。日本白砂
青松100選にも選ばれ、松原から、海を見る
と白浜の海水浴場があり、青い海の向こう
には地島、大島、沖ノ島などの島が見え、非
常に良い景観である。）は、地域を代表する
素晴らしい自然環境と言えます。
　この美しい「さつき松原」が松くい虫によ
る被害で、年々小さくなっています。それ
に、海岸（さつき松原海水浴場）には、多くの
ごみが漂着し、美しい景観を壊していると
いった問題があります。
　この問題を解決するために、玄海学園で
は多くの取り組みを行っています。その一
部を紹介します。

（1）松原保全活動（玄海小学校・玄海中学校
　で合同実施）
　学校近くの松原を定期的に見回り、下草
刈りや松葉拾いを行います。小学生と中学

生でグループを組み、中学生のリーダー
シップの下、協力して松葉をポリ袋に集めま
す。年間600袋ほどになります。

（2）海浜清掃（玄海東小学校・玄海中学校で
　合同実施）
　さつき松原に溜まっていく様々なゴミを
小中学生で力を合わせて拾います。釣りや
漁に関係したゴミやプラスチック・発泡スチ
ロールのごみ、外国から流れてきた様々な
ゴミなど大量に回収処分します。この活動
でも、中学生が小学生をリードします。

（3）松の植樹（３小学校合同）
　将来大きな松に育ってくれるように願い
を込めて、小学生が松の苗を植樹していま
す。自分たちが植えた松を時々観察し、その
成長を実感しています。
　このような活動を通して、地域の自然を
愛し、大切にする心を身に付けています。ま
た、中学生は優しい心やリーダーシップが
育っています。小学生は中１ギャップの解消
につながっています。
　昨年7月に、玄海学園そばにあるにある
宗像大社が世界文化遺産に登録されまし
た。それに伴い、多くの人が玄海地区に来る
ようになりました。そんな多くの人に少しで
もこの地区の自然環境のすばらしさを伝え
たい、そして、自然を愛し自然を守ろうとい
う心を代々引き継いでいってもらいたいと
思っています。
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